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３  議  題 

１）教育大綱の進捗状況について              【資料１】 

 

 

 

 

  ２）飯山の新たな学校づくり計画（案）について       【資料２】 

 

 

 

   

  ３）第２次教育大綱の策定について             【資料３】 

 

  

 

  ４）新型コロナウイルス感染対策（教育委員会関係）について 【資料４】                          

 

 

 

４ そ の 他 

・小中学校グランドデザイン                【資料５】   

 

 

 

 

５閉  会 

 

 



　飯山市教育大綱施策進行管理表　

　１　夢に向かい、自分の道を切り開き、たくましく生きる力を育てる教育の実践

　　　（１）夢に向かい自分の道を切り拓く（未来への自由な選択を可能とする学力・体力の向上）

【全国学力テスト結果】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度 20,984

小学校 95.0 100.6 94.2 99.0 90.5 　「教育指導主事任用」 2,628

中学校 100.6 103.0 107.5 97.2 103.8
「１０３～１０５」 事業費（千円） 17,550 15,948 16,944 20,228

イ　体力向上（毎日の体力作り・保小連携による運動能力向上 ※柳沢プログラムの充実）

【全国体力テスト結果】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

小学校 101.4 104.7 104.2 105.1 105.2 3,000

中学校 100.2 97.5 95.0 101.3 103.7 　「中学校部活動支援事業」 2,198

「１０３～１０５」 事業費（千円） 3,135 3,139 3,800 4,147

ウ　夢に向かう（各界で活躍する見識者の講演・キャリア教育の充実）

【講演会開催数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

各界有識者の講演会 講演数 2 3 4 3 7 　「学校教育事務局費」のうちＣＳ費用

【CSで講演会を実施】 事業費（千円） 19 25 82 38 （講演会）

エ　放課後の居場所づくり（児童ｾﾝﾀｰ・児童館・児童クラブの充実）

【児童センター等整備】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度 　　　【３０年６月４日開館】

放課後児童の環境整備 児童Ｃ整備 基本設計・実施設計 用地取得・整備 開館・運営 運営 運営 　「飯山市子ども館等運営事業」 26,600

【飯山地区児童Ｃ整備】 事業費（千円） 4,990 333,171 144,160 31,873

　　　（２）たくましく生きる力を育てる（将来的に社会で通用する基礎的能力の育成）

ア　探求力・創造力等の育成（読書習慣化・新聞の活用・外部人材の活用）

【年間平均読書冊数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

小学校 70 92 95 97 91
中学校 12 14 19 31 33

「１０５冊以上」「２５冊以上」 事業費（千円） 6,380 4,300 4,300 4,085

【外部人材の活用校】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度 　「学校教育事務局費」のうちCS経費

小学校 7 7 7 7 （ボランティア保険）

中学校 2 2 2 2
「９校」 事業費（千円） 50 36 19 25

イ　表現力等ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成（あいさつ運動推進・都会の学校との交流）

【交流学校数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

都会の学校との交流数 小学校 2 3 2 1
「９校」 中学校 0 0 0 0

　　　（３）小学校・中学校適正規模（学校生活における小学校適正規模及び小中一貫校の研究）

【研究】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度 　教育委員会で計画策定・地区懇談会

小学校 研究 委員会 委員会 委員会答申

中学校 研究 委員会 委員会 委員会答申

資料１

ア　学力向上（小中高連携・授業改善・毎日の課題学習・習熟度別学習・ＩＣＴ活用・教員の授業力向上・家庭学習の習慣化・地域の人材活用） 　【令和２年度事業名】

　「学力向上総合対策事業」　（独自学テ：春・冬実施、支援員賃金他）

　全国平均を「100」とし

たときの３２年度末結果

　全国を「100」としたと

きの３２年度末結果

　「冬期学校スポーツ振興事業」

小中学校で一人年間読む

読書数

　「図書館図書整備事業」

図書購入配当予算

外部講師による探求授業

の実践校数

小学校適正規模研究

小中一貫校研究

結

果

実現したい目標

結

果

重点項目

重点項目

【学校図書貸出数】
年間学校図書貸出冊数(１人当たり)

小学校 「１０５冊以上」

中学校 「２５冊以上」

【学力・体力向上】

学力・体力テストの結果、２７年度を｢１

００｣としたときの３２年度末結果

「 １０３～１０５ 」

重点項目
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　２　ふるさとを知り、ふるさとを愛する、地域に根ざした教育の実践

　　　（１）ふるさとを知り、ふるさとを愛する（自然や生活・歴史・文化の学習、ふるさとの素晴らしさを教える教育の実践）

ア　副読本（正受老人物語等）を活用したふるさと学習の推進

【学習時間】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

副読本を活用したふるさと学習時間 小学校 4 4 4 4 4
児童・生徒「４時間」 中学校 4 4 4 4 4

イ　ふるさとの素晴らしさを学び、継承する郷土学習の実践

【受検者数】 ２７年度（現在） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

　ふるさと検定受検者数 小学校 271 284 288 253 120 　「ふるさと検定受検」（別途公民館予算）

「全児童・生徒」 中学校 129 161 177 181 53

【利用児童数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

小学校 323 361 392 350 169 　「総合教育推進事業」（小学校社会科副読本、千曲川学習） 2,416

中学校 0 247 338 76 32

　　　（２）地域に根ざした教育（地域や家庭と連携した教育の実践）

ア　コミュニティスクールの充実

【実施校数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度 　「総合教育推進事業」

小学校 4 7 7 7 7 7 　「学校教育事務局費」のうちCS経費

中学校 0 2 2 2 2 2 需用費

「９校」 事業費（千円） 369 40 157 120

イ　家庭教育の充実

２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

小学校 ﾊﾟﾝﾌ作成・配布 周知・配布 周知・配布 周知・配布 　「家庭学習の確立」

中学校 ﾊﾟﾝﾌ作成・配布 周知・配布 周知・配布 周知・配布 　（市独自パンフ作成：周知）

２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度 　「生活習慣の確立」

早寝・早起き・朝ご飯 の実践 小学校 ﾊﾟﾝﾌ作成・配布 周知・配布 周知・配布 周知・配布 　（市独自パンフ作成：周知）

基本的生活習慣の確立 小学校 ﾊﾟﾝﾌ作成・配布 周知・配布 周知・配布 周知・配布

ウ　地産・地消による食育の推進

【実施校数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

小学校 8 7 7 7 7
給食センター 2 2 2 2 2

　３　国際感覚を養い、新しい時代に生きる力を育てる教育の実践

　　　（１）国際感覚を養う（外国の子ども達との交流と英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成）

ア　交流事業（オーストラリアバサーストハイキャンパス、中国深せん外国語学校との交流）

【年間交流生徒数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

訪問、受入れ生徒の数 中学校 41 13 45 17 29
「２０人以上」 事業費（千円） 2,670 4,685 2,460 5,825

イ　英語コミュニケーション能力育成（ネイティブスピーカー（英語）の活用、英検受験の推進）

【英検取得者】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

３級以上取得者（中学３年） 中学校 11.9 11.4 12.9 18.0 32.8 　「英語教育推進事業」

「３０％以上」 事業費（千円） 15,752 15,304 23,032 25,759 （ＡＬＴ雇用：小４名・中２名、全中3生GTEC受験、英検受験補助）

コミュニティスクール校

　【令和２年度事業名】

　ふるさと館年間利用児童生徒

数

「年間５００人」

学校と連携した家庭学習

の確立

地産・地消による

食育推進校

　【令和２年度事業名】

　「中学校国際交流事業（深圳受入/訪問）」

実現したい目標

結

果

【コミュニティスクール】

コミュニティスクール実施校

「９校」

結

果

【ふるさと学習】

副読本でのふるさと学習

「４時間」
歴史・文化的史跡・自然の学習

「全児童・生徒」
ふるさと検定受検者

「全児童・生徒」
ふるさと館年間利用者数

「児童５００人」

結

果

【家庭教育】

「学校と連携した家庭学習の確立」

「早寝・早起き・朝ご飯の実践」

「基本的生活習慣の確立」

結

果

【交流生徒数】

学校交流生徒数

「 年２０人以上 」

【英語能力】

英検３級以上取得者（中学３年）

「 ３０％以上 」

重点項目

重点項目
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　　　（２）新しい時代に生きる力を育てる（ICT活用能力の育成）

ア　ICTの導入・活用（タブレット等導入、学習支援ソフト活用・開発）

【タブレット導入校数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

小学校 1 1 4 7 7 7

中学校 2 2 2 2 2 （GIGAスクール構想・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・ソフト導入

「５校」 事業費（千円） 4,600 18,073 40,591 8,218 　+高専連携等） 79,600

　【委員会において活用等研究】

　４　個性や多様性を尊重し、共生社会をつくるための豊かな人間性を育てる教育の実践

　　　（１）個性や多様性を尊重する（児童・生徒がお互いに個性や多様性を認め合う教育）

ア　「いじめ」や「不登校」の子ども達をださない学校づくり（不登校対策支援員配置・心の教室設置）

【不登校数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

不登校児童・生徒在籍率 小学校 0.46 0.79 0.41 0.63 0.97 3,043

「児童0.1%未満」 中学校 1.02 1.05 2.06 2.90 5.90 　「心の教室相談員設置事業」 3,533

「生徒1.5%未満」 事業費（千円） 5,437 4,053 5,042 5,149

イ　子ども達が生き生きと学校生活を送れる環境づくり（学校環境整備）

【学校生活満足度】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） 30年度(実績） 元年度(実績） ２年度

小学校 　「小中学校施設整備事業」 59,600 （城南中体育館等屋根改修等）

中学校 43,142 （木島小学校トイレ改修：R元繰越分）

事業費（千円） 159,895 109,274 49,722 317,669

　　　（２）特別支援教育（特別支援教育の充実）

ア　障がいのある子もない子も一緒に学べる環境づくり

【支援員等数】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

支援員・介助員の配置数 小中学校 10 9 9 10 8 　「特別支援教育支援員配置事業」

「必要数」 事業費（千円） 9,895 8,854 11,159 9,051

　　　（３）共生社会をつくるための人間性を育てる（共生社会づくりのための豊かな人間性の育成）

ア　「差別」や「偏見」をもたない子ども達の育成（人権教育の推進）

【授業等】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

人権教育の推進 小中学校 9 9 9 9 　「各種人権教育事業」（人権の花）

イ　人に優しく人の気持ちを考え共生する人間性の醸成（ボランティア活動の推進）

【活動実績】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

ボランティア活動実施校 小中学校 6 9 9
ウ　平和を考える子ども達の育成（平和学習の実践）

【広島平和記念参加】 ２７年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

参加生徒数 中学校 10 10 10 10 10 　「平和学習事業」 833

「１０人」 事業費（千円） 908 695 731 737 （丸山邦雄氏関係は市民学習支援課で実施）

タブレット等導入・活用

学校数

　「ICT教育推進事業」

　【令和２年度事業名】

児童・生徒の環境整備に

よる学校生活満足度 　「小学校施設ﾘﾆｭｰｱﾙ整備事業」

「不登校児童生徒支援事業（ｻﾎﾟｰﾄﾎｰﾑ含む）」

実現したい目標
重点項目

結

果

【ICT導入・活用】

タブレット等導入活用学校数

「 ５校 」

結

果

【不登校在籍率】

小学生 「０．１%未満」

中学生 「１．５%未満」

結

果

【支援教育の充実】

支援員等配置

「必要数」
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　５　地域・家庭・学校が連携して教育力を高め、地域に学ぶ生涯学習の実践

　　　（１）地域コミュニティを高める公民館を核とした地域コミュニティ活動の推進

ア　飯山雪国大学事業による市民学習の推進（目標値：回数50　参加者1,100人）

雪国大学事業 27年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

実施回数／参加者数 回数 58 61 55 59 41
参加者数 1,276 1,729 1,979 1,957 850

回数 参加者数 回数 参加者数

文化講演会 0 0 1 200
公開講座 2 270 4 200
女性セミナー 6 31 6 40
子育てセミナー 6 27 6 40
子ども体験教室 9 115 16 250
成人講座 12 148 12 180

地区館共催事業 6 259 5 190
計 41 850 50 1,100

　　　（２）ふるさと文化を学び継承するふるさと飯山の歴史・文化を学び継承する活動の推進

イ　文教ゾーン施設利用者数（目標値：62,000人）

27年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

飯山市公民館 31,696 34,319 32,178 31,858 30,094
飯山市美術館 7,019 5,776 9,647 4,888 5,277
市立飯山図書館 21,977 20,297 20,310 20,816 21,057
女性センター未来 8,728 8,400 8,590 8,544 7,133
飯山市ふるさと館 9,344 9,198 8,819 8,738 5,666

合　　計 78,764 77,990 79,544 74,844 69,227

　　　（３）人権意識を向上させ男女共同参画社会をつくる　市民、企業、地域ぐるみの幅広い機会での学習の推進

ア　企業や地域での人権学習会の開催（目標値：回数35）

27年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

回数 35 30 30 40 31
イ　「飯山市男女共同参画計画」に基づく男女が共に参画できる意識・環境づくり（目標値：市審議会等女性参画率「３５％」）

27年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

市審議会等女性参画率 22.6% 22.3% 24.2% 26.5% 26.8%

　　　（４）スポーツやレクリエーション活動を振興する生涯スポーツ、スポーツツーリズムの推進と人材育成

ア　スポーツ選手の強化（目標値：10人以上）

年間出場者 27年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

全国大会以上出場者 出場者数 31 24 23 38 36
　　　〃　　激励金 激励金対象者数 － 25 29 61 98

激励金交付額(円） － 740,000 630,000 685,000 663,000

イ　スポーツツーリズムの推進（目標値：4,000人）

対象大会 27年度（実績） 28年度(実績） 29年度(実績） ３０年度(実績) 元年度(実績） ２年度

スポーツツーリズム関連大会 ｻｲｸﾙﾚｰｽ大会 152 207 203 230 411
年間参加者数 ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会 481 467 487 465 461

ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ大会 232 136 180 220 212
ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ大会 2,675 2,375 2,326 2,661 2,710
ｼｸﾛｸﾛｽ大会 85 79 286 174 174
合　　計 3,625 3,264 3,482 3,750 3,968

元年度実績 目標値

結

果

【雪国大学】

参加者数「１１００人」

開催数「５０回」

結

果

【施設利用者】

文教ゾーン施設年間利用者数

「６２０００人」

結

果

【年間出場者】

全国大会以上出場者

「１０人以上」

結

果

【スポーツツーリズム関連大会】

年間参加者数「４０００人」

結

果

【学習会等開催】

人権学習会等開催数「３５回」

【市審議会等女性参画率】「３５％」

実現したい目標
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「新飯山市教育大綱」策定の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 

総合教育会議 
進め方・構成案について 

2020/７/２ 

教育委員会 新教育大綱素案の協議 

10 月 

校長会 

総合教育会議 
新教育大綱案の協議・決定 

11 月 

素案修正 

案修正 

実績確認 
素案・資料 
等作成 

７月～

９月 

教育委員会 新教育大綱最終案の協議 

12 月 

校長会 

総合教育会議 
新教育大綱最終案の協議・決定 

2021/1 月 

最終案修正 

議会報告 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ実施 

「新飯山教育大綱」策定 

２月 

３月 
公表 

議会報告等 

４月から推進 



新飯山市教育大綱構成（案） 

はじめに 

第１章 現教育大綱総括・実績 

第２章 現状と課題 

表 紙 

第３章 新教育大綱項目 

◎コンセプト等 

○継続項目 

○新規項目 

目標項目の設定 



 

飯山市立小中学校における 
新型コロナウイルス感染防止対策下での教育活動について 

 
飯山市教育委員会  

飯 山 市 校 長 会  

 

1 学習保障と夏季休業の期間変更について 

（1） 夏季休業は、原則として 8/7（金）～8/20（木）の２週間（14日間）とする。 

（2） 留意点 

・ 臨時休業による学習の遅れ（約１００時間）を取り戻すとともに、配慮を要する児童生徒への学習

定着を図るために十分な時間を確保する。 

・ エアコンを活用し、「給食あり」の５～６時間授業とし、登下校の暑さ対策（帽子・下校時刻延長

等）に配慮する。 

○休業期間の状況 

休業期間 3/3～3/17 4/16～5/10 5/11～5/15 半日登校 

学習到達度（平均） ４月 約３５％ ５月 約６０％  

休業中の学習方法 学習プリント（9校）、メール等（1校）、 

今後の課題 時数確保（9校）、学習保障（9校）、ｵﾝﾗｲﾝ学習（7校）、入試等

対応（5校）、学習習慣の形成、補充学習の人材不足 など 

 

2 プール(水泳)学習について 

（1） 各校のプールを使って水泳学習を実施する。   

（2） 留意点 

・ 更衣室での密をさけ、更衣室の代替部屋の確保、複数学級での同時使用回避などに配慮する。

また、更衣室のドアノブやスイッチ、ロッカー、シャワー等の水栓など、児童生徒が手を触れる箇

所の消毒を実施する。 

・ 子ども同士の距離を確保するためコースロープを利用し、コースを一つ空ける、同一方向に間

隔を空けて泳ぐなどの工夫をする。 

・ 保護者に水泳学習開始前に「水泳学習承諾書」を提出いただいたうえで、毎朝の検温や健康

観察により児童生徒の健康状態を把握し、体調がすぐれない場合は水泳学習への参加は見合

わせる。 

・ その他、令和２年５月２２日付スポーツ庁・文科省事務連絡「今年度における学校の水泳授業の

取扱いについて」を参考に実施する。 

 

3 修学旅行や各種校外学習、学校行事について 

（1） できるだけ実施の方向で、学習時間の確保とあわせ、各校ごとに延期や内容変更の検討を行う。 

（2） 留意点 

・ 春季の修学旅行は延期され、多くの学校が現時点では秋の計画となっているが、訪問先や利

用交通機関、日程等について、国県からの情報（日本旅行業協会「新型コロナウイルス対応ガ

イドラインに基づく国内修学旅行の手引」等）も参考に検討する。 

・ 夏季に限定される泊を伴う活動は、次年度へ繰り越すことも視野に、日帰り実施も検討する。 

・ 運動会は５，６月の計画だったが、９，１０月に延期し、内容の精選や密を避ける工夫を検討。 

・ 中学校の文化祭は、県立学校が６月中旬に実施可能の方針を示しており、内容の精選や密を

避ける工夫、保護者等の見学を制限するなど対策のうえ、実施を検討。 

総合教育会議資料 資料４ 



 秋津小 飯山小 泉台小 常盤小 戸狩小 東小 木島小 城南中 城北中 

修学旅行 

㋅➔ 11

月延期 

 

㋈➔ 11

月延期 

10月 9月 10月 9月 10月 春➔秋に延期 

交通手段等検討

中 

運動会 

文化祭 
--------------- 春➔秋に延期  内容等検討中 ---------- 

9月末予定 

内容等検討中 

音楽会 10月 11月 11月 10月 10月 
中止 

（DVD配布） 10月  

海 ・ ｷ ｬ ﾝ
ﾌ ﾟ ・ 登山
等 

行先変
更 ・ 日
帰り 

行先変
更 

７月予定➔来年度
に延期 
（5.6年合同に） 

行先変
更 ・ 日
帰り 

７ 月 ➔
来年度
に延期 

７ 月 ➔
秋に延
期 

行先変更・日帰り
（１年・２年とも） 

 

 

4 部活動（課外活動） 

（1） ６月１日から中学校の部活動、小学校の課外クラブ活動をスタートする。 

① 5/25～  活動準備，新入生体験入部，見学期間 

② 6/1～   通常の活動開始 

③ 中体連大会は、県及び北信大会が中止となったため、各地区（飯水または須坂以北）が交流

大会を７～８月に実施。 

（2） 留意点 

・ 社会体育団体への開放は校庭（グラウンド）のみとし、利用に際しての注意事項を明確にする。 

・ 体育館の開放は、１学期中は見合わせ、２学期以降についてはあらためて判断する。 

 

5 給食関係 

（1） 5/18～5/29 は全小中学校で弁当給食とし、中学校は 6/1 から、小学校は 6/8 から通常給食を

提供。 

（2） 留意点 

・ 配膳作業時の感染リスクから、他に例を見ない弁当給食を２～３週間実施したことで、学校再開

後早期の通常日課が実現し、保護者負担が軽減できた。 

・ 手洗いなど感染防止の配慮のうえで、自席で前を向いて、できるだけ話をせずに食べる。 

・ 第２波など地域内の感染状況の変化により、弁当給食への変更なども検討する。 

 

6 基本的な感染対策等 

（1） 学校再開後、校長会及び養護教諭、学校医とも連携し「学校におけるコロナ感染予防対策基本

方針」、「児童生徒等の定期健康診断等の実施ガイドライン」等を策定し、段階的に見直しも実

施してきた。通常の学校生活に戻っても、すべての教育活動において、「新しい生活様式」（３密

にならない，手洗いの徹底，換気，マスクの着用，消毒等）を常に意識する。 

（2） 教室等の換気は、エアコンを利用する間も、休み時間、授業時間中の中間などに５～１０分程

度、空気が流れる方向に窓を開けて換気する。マスク着用による熱中症予防にも配慮する。 

（3） 各校で ICT 活用技能、e ラーニングの研修なども計画的に実施する。また、学校の情報発信の

ため各校の HPを点検し、必要に応じてリニューアルしていく。 

（4） 健康診断等は学校医等と調整のうえ、感染が落ち着いている間、できるだけ早期に実施する。 

（5） 新型コロナウイルスに関する間違った情報等による人権問題や差別について、校長講話や道

徳の授業等での学習を大切にする。 

  

予定通り（内容・行先等検討中） 
内容・行先等検討 



◆新型コロナウイルス感染対策の文部科学省（義務教育関係）事業 

 

①学校臨時休業対策費補助金 

  ・3月の国要請の臨時休業期間中の給食中止に伴う食材等納入業者への補償等 

  ・補助率 3/4で、残り 1/4は市へ交付される地方創生臨時交付金の充当可 

  ・飯山市は令和元年度予算で対応し、総事業費 457千円に対し 342千円の補助 

 

②学校保健特別対策事業費補助金（保健衛生用品） 

  ・国の令和 2年度 1次補正、学校におけるマスクや消毒液、体温計など消耗品購入のため 

の補助 

  ・児童生徒ひとり当たり 340円を補助対象経費とし、補助率 1/2で、残り 1/2は地方創生臨 

時交付金の充当可 

  ・飯山市は 459千円の補助対象経費上限、229千円の補助だが、実際の支出額は超過 

 

③学校保健特別対策事業費補助金（学校配当分） 

      ・学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業分として、国の第 2次補正計上 

・小中学校に児童生徒数により 1 校当たり 100 万円～200 万円の事業費で、各校が必要な

対策を講じるもの。補助率 1/2で、残り 1/2は地方創生臨時交付金の充当可。 

・300 人まで 100 万円、500 人まで 150 万円のため、城南中を除く 8 校は 100 万円、城南中

は 150万円が補助対象経費となる。 

・使いみち、調達方法等については調整中であり、今後補正予算を計上予定。 

 

④ＧＩＧＡスクール交付金前倒し 

・高速大容量ネットワーク環境整備とクラウド活用により、1 人 1 台の学習者用端末の実現を

目指すＧＩＧＡスクール構想を、感染対策の休校中のオンライン学習対応のため、今年度中

の実施への交付金前倒し（国 1次補正）。 

・タブレット端末 1 台に 45 千円の定額補助、ＩＣＴ教育支援員経費等の補助も。補助対象外

分は一定程度が地方創生臨時交付金の充当可。 

・飯山市は、基本的な通信環境整備は済んでいるため、補助金を活用して全児童生徒分の

端末不足分を約960台、補助対象外となる単独分で約200台を整備予定（6月補正予算）。

令和 2年度当初予算 23,000千円 + 補正予算 56,600千円  計 79,600千円 

・学校と子ども育成課とがＩＣＴ研究委員会で、継続的に活用方法や研修の研究を行ってき

ており、今後の整備方法や活用についても検討中。 

 

  



 
◆ＧＩＧＡスクール構想の実現 with コロナ in 飯山市  
 

コロナ対策の休校中に、ＩＣＴ研究委員会を中心に、オンライン学習と授業について検討し、

家庭のネット環境調査やＺｏｏｍによる学活試行なども実施。 

 

《成果》 

 ・ネット環境等のアンケートをネット経由で行い、大多数の保護者から回答があった。 

 ・学校再開後、Ｚｏｏｍによる児童総会や、教室間でのＷＥＢ会議などが実施されつつあり、ＧＩ

ＧＡスクール構想に向けて、現場も確実に変わってきた。 

 ・ＩＣＴ研究委員会では、1 人 1 台端末整備にとどまらず、それが活かされる環境整備や学習

支援アプリの選定、オンライン授業、プログラミング教育についても研究する。 

 

《課題》 

・家庭のWi-Fi環境、端末状況は、保護者のスマートフォンに頼る部分が多い。 

・オンラインでの授業配信は、現場のノウハウも不足しており、技術的にも授業づくりの面でも

研修や支援が必要。 

・小学生（特に低学年）が家庭でオンライン学習することは、かなりハードルが高い。 

・学校でのネット環境を使っての学習時、状況により校内 LAN 環境が不安定になる。端末台

数が増えることで、さらに不安定になる恐れがある。 

・端末を使っての自学自習には、ドリル課題教材などの活用が必要。 

 

《今後》 

・家庭のネット環境アンケートは、追加調査や詳細把握を実施。 

・教職員のためのＩＣＴ教育支援について、「機器設定活用分野」「教育活動利用分野」「オン

ライン授業推進分野」など多面的にサポートする体制を目指す。このため、ＩＣＴと教育の両

面から専門的なアドバイスが可能な事業者や個人と早期にコンタクトをとり、調整していく。 

 ・信州大学教育学部付属次世代型学び研究開発センター 村松浩幸教授（技術教育）に相

談し、各校での教員研修支援、行政（教委）支援について、アドバイスいただいている。 

・機器整備を 10 月末を目標にすすめ、併行して各校の職員研修の Zoom 会議等の機会を

持ち、ICT研究委員会との連携を強化していく。 



新型コロナウイルス感染対策による施設及び事業の状況（教育委員会関係）    ６月末現在 

 

◆子育て支援係 
 

１ 保育園 

  4月２１日（火）～5月２４日（日）まで、家庭で保育が可能な保護者に対し、原則保育園の登園・

利用自粛を保護者に依頼。登園自粛した場合には、保育料を日割り計算した。 

   

２ 子育て支援センター 

子育て支援センター「たんぽぽ」（飯山市子ども館内）、及び北部子育て支援センター（勤労青少年

ホーム内）については、３月２日（月）～５月２４日（日）まで休館。 

 

３ 放課後児童クラブ 

放課後児童クラブについては、３月３日（火）～３月１７日（火）と４月１６日（木）～５月１０

日（日）までの小中学校臨時休校に伴い、原則小学校３年生以下に利用限定し、平日は終日開館。（土

曜日は各児童クラブを休館とし、家庭での保育が困難な児童に限り、子ども館「きらら」で受入れ。） 

5月 25日（月）から、4年生以上の利用制限を解除し、土曜日についても開館（５月３０日～）。 

 

４ 飯山市子ども館、戸狩児童センター、木島児童館の自由来館利用 

３月３日（火）～５月２４日（日）まで、自由来館の受入れを休止。この間、飯山市子ども館「きら

ら」についても日曜・祝日を休館。 

 

◆人権政策課 

 

１ 男女共同参画講演会（会場：飯山市公民館 講堂） 

  当初 6月 27日（土）に開催予定だった講演会を延期し、人数も先着７０名に制限予定。 

  〇９月２６日（土）午後１時３０分～ 飯山市公民館講堂 

  〇講師 桂 三
さん

扇
せん

 さん （落語家） 

 

２ 人権同和企業人権教育講座 

  例年６月から９月に計６回の講座を市公民館講堂を会場に開催していたが、時期を遅らせ回数を減

らして開催。また三密を避けるために会場を文化交流館なちゅら大ホールに変更。 

   

３ 第４８回差別のない明るい飯山市を築く市民大会 

  当初の予定通りに開催の方向で準備を進めている。各参加団体への参加要請人数を減らしていく見込み。 

〇１０月２４日（土）午後１時３０分（予定）   〇飯山市文化交流館 なちゅら 大ホール 

〇講師及び内容 ドリアン助川(すけがわ)さん ～「生きる」ということ～ 「あん」を通じた出会い 

回 期 日・時 間 演   題 講   師 

１ 
９月２日(水) 

午後３時 30分～ 

午後 4時 30分 

私を変えてくれた仲間たち 

部落解放同盟長野県連合会 

書記長 

山中 本栄 さん 

２ 
１０月１日(木) 

午後３時 00分～ 

午後 4時 30分 

企業におけるダイバーシティ

の取り組み 

春蘭の宿 さかえや 

代表取締役 

湯本 晴彦 さん  

3 
10月 7日(水) 

午後３時 15分～ 

午後 4時 30分 

社会の出来事を通して、女性

の人権を考える 

心理カウンセラー 

参画コラボの会＠信州代表 

氣賀澤 葉子 さん 



新型コロナウイルス感染対策による施設及び事業の状況（教育委員会関係）    ６月末現在 

◆スポーツ推進室 

【体育施設関係】 

R2.3.3～  小中学校体育施設利用の中止 

R2.4.16～  社会体育施設臨時休館（全部閉鎖） 

R2.5.16～  社会体育施設閉鎖一部（屋外）解除（マレット場、野球場、庭球場ほか） 

       ※利用者を県内在住者とした。 

R2.5.19～  社会体育施設閉鎖（屋内）解除（市体育館、勤労者、武道館、弓道場ほか） 

       ※利用者を飯山市民及び社会教育登録団体とした。 

R2.6.1～  小中学校体育施設閉鎖一部（屋外）解除（グラウンド） 

R2.6.20～  社会体育施設全部解除（通常開設） ●現在、小中学校の屋内体育施設は閉鎖継続中 

【主な行事・イベントの中止】 

R2.4.18/19 2020菜の花サイクルロードレース 

R2.4.25/26 第 17回いいやま菜の花ゲートボール 

R2.4.25   第 30回長野県市町村対抗駅伝競走大会 

R2.5.8   第 6回いいやま菜の花マレットゴルフ大会 

R2.6.27/28 第 28回飯山市サマージャンプ大会 

R2.9.20   第 8回北信州ハーフマラソン大会 

 

◆文化振興部  

【閉館期間】・5/31 へ期間延長：5/1 コロナ対策会議  ・開館前倒し決定：5/15 コロナ対策会議 

4/17 - 5/17 公民館 女性センター未来 文化交流館なちゅら（大小ホールは、5/31 まで閉鎖） 

4/17 - 5/18 美術館（伝統産業会館含） 飯山市ふるさと館  

4/17 - 6/1 図書館（蔵書点検作業のため前倒しなし）  

        

開催予定日(期間) 主な会議・行事等名称 状況 担当係 

4/29 - 6/7 ふるさと館企画展「高田瞽女資料展」 9/19-11/29 へ延期 文化財 

5/6     いいやま菜の花寄席 延期（令和 3年 2月 28日） 文化振興 

7月 - 8月 河野文夫展 冬 へ 延 期 美術館 

7/5 - 7/7 正受庵通学合宿 中 止 社会教育 

8/15     飯山市成人式 令和 3年 8月 14日に延期 社会教育 

8/29     夏川りみコンサート 共催相手と協議の上判断 文化振興 

9/19 - 11/3 企画展 正受老人三百年遠忌記念特別展 令和 3 年度に延期 美術館 

9/19 - 11/3 ギャラリー展 飯山仏壇を支えた仏師たち展 令和 3 年度に延期 美術館 

9/20     正受老人 300遠忌 雪国大学文化講演会 延 期 （ R 3 へ ） 社会教育 

9/30 - 10/2 全国文化的景観地区協議会 飯山大会 令和 3 年度に延期 文化財 

10/3     学びのエリア秋まつり 8 月 中 に 判 断 全 

10/11     山本貴志ピアノコンサート 共催相手と協議の上判断 文化振興 

10/24 - 10/25 青少年芸術祭（展示部門）市公民館講堂 開催の方向で検討 社会教育 

11/3     青少年芸術祭（舞台部門）なちゅら大ホール 中止 社会教育 

11/7     丸山邦雄顕彰像除幕式 R3に延期（設置は 10 月） 社会教育 
      

【図書館通年開催事業】   

   絵本とわらべうたの会（年 48回）・おはなしひろば （年 38回） 閉館中中止 
   ブックスタート   （年 12回） 検討中    
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